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令和５年度 

第４回理事研修会 
☆令和５年 12 月 15 日(金)10 時 30 分より 

☆Web 開催 

 

【報告事項】 
 ○全連小第 245 回理事会報告 

 ○教育情報について 

 ○会務・各部の活動について 

  ○第 66 回 
道小教育研究渡島・北斗大会について 

 ○第 75 回全連小東京大会報告について 

 ○令和６年度以降の研究関連分担 

 ○道教委・教育局への要望内容の集約に
ついて 

 ○北海道へき地・複式教育研究連盟（へ

き・複連）の活動や要望について 

 ○北海道特別支援学級設置学校長協会
（道特協）の活動や要望について 

 ○令和５年度 第１回運営委員研修会（中

間監査報告）について 

 ○全連小対策・調研担当者連絡協議会報
告について 

 

【道教委 行政説明】  

 ●学校図書館の体制整備と利活用の推進

について 

●授業時数（教育課程の編成）について 

●令和５年度小学校管理職研修について 

●特別支援教育について 

●学校における暑さ対策について 

●フッ化物洗口について 

●学校保健活動の充実について 

●教職の魅力啓発事業について 

●新たな研修制度について 

●北海道教育大学教職大学院への研修派

遣について 

●今後の端末更新を見据えた 1 人 1 台端

末の更なる活用について 

●研修受講アンケート協力のお礼 

 
【協議事項】 

○道小大会運営研修 

（反省会・引継会）を受けて 

①道小大会運営研修会（反省会・
引継会）の報告 

②第 66 回道小教育研究渡島・北斗

大会を振り返って（理事より感

想意見） 
 ○第 67 回道小教育研究空知・岩見

沢大会について 

○道小大会及び第 76 回全連小徳島

大会の参加割当等 
○次年度活動計画・総会宣言文の作

成について 

○次年度役員選考について 

○活動計画作成委員の委嘱につい
て 

   

【連 絡】 

○第５回理事研修会について 

○次年度諸会議年間計画（案） 

○役職定年等会員の感謝状及び記

念品について 

○次年度全道会長研修会の話題集

約について 

 
１ 開会の言葉 ‥‥‥‥‥‥ 谷口 光伸 副会長 
 
 もう、半月で 2023 年(令和 5

年)も終わりとなる。本日は、12

月 15 日、暦でいう二十四節気で

は、「大雪」にあたり道北や道

央の地域では、既にかなりの積

雪とのこと、ここ江差ではまだ

まだほとんど積雪はない。改め

て広大な北海道の大きさを感じ

させられる。また、七十二候では、「熊蟄穴」にあ

たるそうである。一時期ほどではないが、未だに熊

出没のニュースが報道される。本校においても熊目

撃による注意喚起のメールは、今年５月から 22 回に

ものぼった。 

 実は、私も 10 月 25 日にはじめて野生の熊を目撃

した。それも私の住む公宅の駐車場。駐車場と言っ

ても玄関を出た目の前である。１ｍ位の子熊だが、

夜に、バリバリ…クルミの実を食べに来ていた。前

の週が、ちょうど全連小東京大会等で、ほぼ一週間

公宅を留守にしていたので、どうやら夜な夜な…落

ちたクルミの実を食べに来ていたようである。その

後は一度、現れたきりで、現在は出没していない。

自然が豊かと言えばそれまでであるが、さすがに警

察へ通報し、教育委員会にも報告した事案である。

今年の夏の異常な暑さに加え、各地での熊の出没…。

道教委をはじめ、各自治体においても次年度に向け

ての動きが活発化している。 

 私たち校長は、様々にアンテナを張りめぐらせ、

児童や教職員の安全・安心を第一とした学校経営と

適切な教育課程の管理及び評価・改善に努めなけれ

ばならない。 

 前回の第３回理事研修会は、渡島・北斗大会の前

日であり、大橋実行委員長はじめ、渡島小中校長会

の皆様による準備が万全に整った中、また、各地区

理事の皆様にとっても、翌日からの各分科会に向け

て地区校長会を代表し様々な思いの中で、参加され

た研修会であった。 

 さて、第４回理事研修会では、今年度の活動にお

ける中間報告と次年度に向けての方向性が徐々に見

第４号 
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えてくる場である。それでは、ただ今から、北海道

小学校長会第４回理事研修会を開催する。 

 

２ 会長挨拶 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 森田 智也 会 長 
 
本日は、数えて第４回の理事研

修会であり、第４回目は毎年の

ことであるが、次年度に向けて

の内容が入り始める。今回もそ

のとおりであるが、お二人の方

を委嘱及びご紹介をさせていた

だく。お一人目は、監査委員長

である。監査委員長には千歳市

立千歳小学校の山村健史校長で

ある。お二人目は、研究指名理事である。次年度の

空知・岩見沢大会の実行委員会と道小を結ぶ役目と

なる。研究指名理事には、岩見沢市立日の出小学校 

の山本あさ子校長である。お二人の校長には、よろ

しくお願いしたい。 

 さて、会長資料よりお話しする。資料２、植村会

長の挨拶と解説について文字起こしをしてある。 

 常任理事会の冒頭、対策調研に関わるアンケート

についてお話があった。今年度、紙から Web に切り

替えたということで、回収率は昨年の予想では 90％

行くか行かないかという心配があった。結果は 96％

であった。これは大成功と言えるが、誤送信してし

まい、ダブルカウントしてしまったものもあるよう

で、回収の際にどのような網をかけるかが、対策部

会では話題になっていた。 

 資料の中に検証の大切さという話がある。様々な

対策を打って、変えるべきことを変えるということ

が学校ではあり得ると思う。変えたはよいが、効果

があるのかという検証をしないと、説得力をもった

改革にならないということをお話しされていた。 

資料７頁、東京都教育委員会の取組として、健康

的な職場環境実現するための宣言が出されるという

話を聞いた。都の教育委員会が直接都民に語りかけ

ることで、私たちの活動が誤解されなくなるといっ

た事例である。以前も、学校の働き方改革を進める

にあたって、都教委がチラシを作ったという話をし

たが、「予算はないが、できることは言ってほしい。」

と言ってできたのが働き方改革のチラシである。今

回はその延長上にあると言ってよいと思うが、教職

員がやりがいをもって仕事をする。さらには、ライ

フワークバランスの実現を訴えている。背景には、

中教審の審議の様子が影響していると考えられる

が、人材確保という点にも配慮されていると感じる。 

 12 頁、下線を引いたところであるが、米子での地

方大会の講演の様子である。時間の関係で読まない

が、皆様方にも読んでいただければと思い下線を引

いた。 

 次の頁は、参考資料である。前回の常任理事会の

文字起こしである。今回の植村会長挨拶と合わせて

読んでいただくと、中教審の審議の様子がよく分か

るかと思う。 

 資料３、12 月８日（金）に、小学校教育の充実・

改善に関する要望書を 15 頁以降にある国会議員の

方へ届けてきた。内容は、国庫負担 1/2 の回復、人

材不足への対応、指導時数削減などとなっている。

私は、表にある議員の事務所にお伺いした。皆さん

ご存じの通り、国会が非常に難しい状況の中ではあ

るが、柴山元文科大臣が在室されており、私どもを

応接室へ案内いただいた。私どもの話を聞いてくだ

さり、これからの施策についてお話を伺うことがで

きた。 

 資料４は、第 246 回理事会である。２日日程と 

なっている。副会長の皆様は、準備が必要となるの

で、対応をお願いしたい。なお、皇居特別参観が予

定されていることを申し添える。 

資料６は、徳島大会の報告についてである。後ほ

ど、関係する地区についてはご連絡させていただく。 

資料７は、その次の福岡大会の大綱案であるが、

箱物については決まってきており、今は副主題の修

正を全連小と実行委員会とが詰めているところであ

る。私も議論に参加しているが、結構厳しいものが

あると感じている。何が厳しいのかと言うと、以前

より、その地区で当たり前に使われている言葉が、

全国的には当たり前でないということがあり、それ

を別の言葉で説明する難しさがあるということであ

る。北海道もすぐに取りかかる必要があるが、結構

ハードルは高そうである。なお、こことは別のとこ

ろで出た話であるが、全国大会の実施について、現

在、参加費が弁当込みで 8,000 円となっている。し

かし、昨今様々なものが値上がりしている。東京大

会は、弁当代なしの 7,000 円であった。分科会の会

場がホテルの場合、弁当の持ち込みができない。実

際、今、それなりの弁当を頼むと、1,500 円では厳

しい。東京方式、「各自、それぞれ食べてきてくだ

さい。」という方法が可能かというと、これも難し

いのではないか。また、分科会の数はこれが適正な

のかという問題がある。全国大会の参加期待数は、

開催地以外は 10％である。校長の数は、18,000 校と

すると、ざっくり言って 1,800 人となる。しかし現

在は、2,200～2,300 名ほど集めないと運営は厳しく

なっている。分科会場が減るとすればそれだけ経費

はかからない。ただし、研究大会は、質を落とさな

いということだけは絶対に守らなければならない。

「～をやめればよい」というようなものではない。

私は、このような話を全連小の会議でも６月頃から

小出しにしてきた。そこで、全国大会の在り方検討

委員会を立ち上げる方向で話が向かっている。 

資料８、次年度の教育海外視察についてである。

これについてはまだ最終決定ではない。頭出し情報

であるので、ご注意願いたい。この事業は、２年お

きであるが、今年度、実施できなかったので、次年

度の実施に向けて準備している。行き先はニュージ

ーランドである。これ以上の経費、食費を含め、か

からないと聞いている。順番で行くと４ブロックが

継続して残っている。費用は 65 万円程度であるが、

全連小より 15 万程度の補助が出る。 

最後となるが、今日が今年最後の顔合わせの機会

となる。まだまだ、令和５年度は続くが、令和５年

の皆様方のご協力に感謝いたし、少し早いが、ここ

でお別れではないが、お伝えしておきたいと思う。

皆様方、よいお年をお迎えいただきたい。 
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３ 議長選出 ‥‥‥‥‥‥‥ 齋藤  超 副会長 

 
 
 
 
 
 
 

４ 報  告 
 
(1)全連小第 245 回理事会の報告  

‥‥‥‥ 松本 伸彦 副会長 

私から10月18日に東京丸の内

の東京會舘を会場に開催された

全連小第 245 回理事会について

報告する。 

今年度は、４年ぶりに全国か

ら会員が参集して開催される全

連小東京大会に加えて、全連小

75 周年記念式典の大きな節目の

年の開催となった。 

全連小のこれまでの歴史と伝統、そして、全国の

会員のつながりを紡ぐ貴重な機会であり、緊張感の

ある中にも温かい記念式典にしたい、そして、会員

の活気あふれる研究協議会にしたいという意識が高

まる理事会となった。 

植村会長の挨拶では、「①つながり ②学び ③国

に声を届ける」をキーワードに全連小活動の価値と

意義についての確認がされた。特に「国に声を届け

る」については、これまでの要望活動の成果として、

１人１台端末の配備、小学校全学年 35 人学級の実

現、教員免許更新制の発展的解消等についての話が

あった。 

次に、５月 22 日に出された中教審諮問「令和の日

本型学校教育を担う質の高い教師の確保のための環

境整備に関する総合的な方策について」と「初等中

等教育分科会 質の高い教師の確保特別部会」の検

討内容を中心に説明があった。特に８月 28 日に出さ

れた中教審「緊急提言」に基づき、学校・教師が担

う業務の適正化を一層推進することが重要であり、

授業時数の計画の見直し、行事の精選・重点化、保

護者との連絡手段のデジタル化など、学校ができる

ことを直ちに行うという考え方が大切であるという

ことが話された。 

報告事項では、会務や会計についての報告、次年

度全連小徳島大会の北海道への期待数が 101 名であ

ることが示された。 

次に、７月に行われた関係省庁に対する要望活動

について、「小学校教育の充実に関する文教施策並

びに予算についての要望書」に基づき、①義務教育

の質を高める教育費の増額措置をはじめとする 10

項目の要望事項についての説明があった。 

震災等災害被災県からの報告は、今回は岩手県よ

り現状の説明があった。 

理事会の終了後、パレスホテル東京に会場を移し

て全連小 75 周年記念祝賀会・東京大会歓迎レセプ 

ションが開催された。私のテーブルには、岩手、東

京、千葉、山梨、静岡、広島の校長がおり、様々な

都道府県の状況を知ることができ、良い情報交換が

できた。 

以上、全連小第 245 回理事会の報告である。 

 

(2)教育情報について ‥‥‥ 末原 恵蔵 事務局長 

教育情報 12 月号をご覧いた

だきたい。今回は 11 月 30 日か

ら12月12日までの記事につい

て記載している。 

新たな研修制度に関わる話

題である。３頁「研修情報を登

録・自動記録 新システム ４月

稼働へ 年明けに説明動画公

開」の記事である。文科省は 12 月４日の中教審の教

員養成部会で、開発中の研修受講履歴記録システム

と教員研修プラットフォームの概要を説明した。こ

の文科省が開発する研修受講履歴記録システムと教

員研修プラットフォームは、効果的・効率的な研修

を実施するため新たに開発するもので、当初は５年

度途中からの試行を目指していたが、試行時期は設

けずに６年度から導入する方針を固めたとのことで

ある。主な機能は、①研修動画コンテンツ・研修情

報の登録 ②研修の推薦等手続き ③研修の受講 ④

研修受講履歴の作成・閲覧 の４点である。教育委員

会が設定する成果確認の結果に応じて修了判定を行

い、成果確認を経て研修の受講履歴が自動作成され

る。システム外で受講した自主研修に関しては教員

が手動で作成する。教育委員会・校長の権限に応じ

て研修受講履歴を閲覧することができる。教員は自

身の研修履歴を確認し、これを手掛かりとして校長

などの管理職が教員と対話し、受講奨励を行うこと

になる。運用は教職員支援機構が行うが、運用費用

はシステムを導入する教育委員会が負担する。この

システムを利用する教育委員会においては３月に研

修情報などを登録し、６年度の導入に備えることと

なる。 

５頁「日本の読解力、３位に上昇 22 年 OECD 調

査」の記事である。経済協力開発機構（OECD）は 12

月５日、昨年実施した学習到達度調査（PISA）の結

果を公表した。日本は読解力が３位となり、前回４

年前の 15 位から大幅に上昇し、平均得点も 12 点上

がった。科学的応用力は５位から２位に、数学的応

用力は６位から５位に上がり、国際的なトップ水準

を維持した。新型コロナウイルス流行の影響を受け

た生徒らが対象の調査となっており、日本は高校１

年生が参加している。文部科学省は、今回の得点向

上の要因として、「休校期間が他国より短く、学習

機会が確保されたことが影響した可能性がある」と

分析している。また、探究的な学習や対話型授業の

拡大も効果があった。話合いの授業を求める新しい

学習指導要領で授業改善が進んだことや、学校のデ

ジタル環境整備により生徒がパソコン形式の出題に

慣れたことも挙げている。ただ、順位は上がっても、

結果を見る上で気を付けるべき点がいくつかあると
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専門家は指摘している。６頁「順位は上昇、学校へ

の「所属感」向上でも… 専門家が読む PISA」の記

事である。 

PISAに詳しい京大院の松下教授は次のように語っ

ている。「今回の調査は、コロナ禍をはさんだ前回

と今回の、数学の成績、格差、学校への所属感の変

化を分析している。この三つの側面すべてが安定し

たり向上したりしている国は、日本、韓国、リトア

ニア、台湾の４カ国・地域しかない。これらはコロ

ナ禍でも『学びを止めない』と日本の先生や子ども

たちが頑張った成果だと思う。ただ、結果を見る上

で気を付けるべき点がいくつかある。まず順位につ

いては、他の国々の得点が大きく低下したため、相

対的に上がったと見るべきだろう。今回の調査で、

コロナ禍のために３か月以上休校したと回答した生

徒の割合は、OECD 平均が 50.3%に対して、日本は

15.5%と、コロナ禍の影響が日本では他国より弱かっ

た可能性がある。学習の自信も、自ら学ぶ力も弱い。

日本の生徒は従来、学習への自信が低いとされてき

たが、今回の調査でも相変わらずである。学校が再

び休校になった場合に『自分でオンラインの学習リ

ソースを探す』などの『自律学習』を行う自信も、

OECD 加盟国の中で最下位となっている。調査に限界

があることも付け加えておきたい。調査対象に通信

制高校の生徒や、学校に来ていない不登校生たちが

含まれていないのである。通信制高校の生徒は、高

校の全生徒数の１割近くを占めるまでになってい

る。また、高校の不登校の生徒は２年前と比べて４

割も増えている。これらの生徒を除外した調査は、

日本の高校生全体の実態をふまえているとは言えな

いだろう。」 

松下教授は最後にこのように語っている。「各国

の教育政策は、PISA が発表されるごとに、順位の上

下に振り回されてきた。PISA で吟味したいのは、世

界各国の教育政策やその結果はどう動いているか、

日本の弱点は何か、調査自身のもつ問題はどこにあ

るかである。PISA に翻弄されるのではなく、『飼い

ならす』姿勢をもちたい。」とのことである。 

最後はメジャーリーガーの大谷選手に関わる話題

である。15 頁「大谷選手寄贈のグラブ、どう使う？ 

道内小学校には 25 日から送付」の記事である。大谷

選手から寄贈されるグラブについて、道内では 12 月

25 日から来年３月 20 日にかけて、各市町村教委を

通じて送付される予定となっている。心待ちにする

児童がいる一方、グラブは学校の大小を問わず各校

三つずつなので学校現場では活用策の模索が始まっ

ている。小規模校では、「早速キャッチボールに使

いたい」と感謝の声があるようだが、一方で活用策

に頭を悩ませるのは大規模校である。「校内に展示

したり、学級ごとに順番で見られるようにしたりし

て、全員が触れる機会をつくる」と考えているとこ

ろや「盗まれることも想定される」として管理対策

の検討も始めた学校もある。 

時間の関係でここまでとする。他の記事について

は、時間があるときにぜひお読みいただきたい。 

 

(3)会務報告・各部の活動について 
 
  ①会務報告 ‥‥‥‥‥ 丹野 靖彦 事務局次長 
 
②各部の活動報告 
 

【経営部】 ‥‥‥‥‥‥‥ 渡辺 弘行 経営部長 

第３回理事研修会以降の活動

の経過と今後の予定について４

点報告する。 

１点目は、本年度の「地区別

教育経営研究会」についてであ

る。７月 26 日の宗谷地区から始

まり11月６日の旭川地区小学校

を最後に、全ての地区が終了し

た。開催された地区からは、教

育の今日的課題を中心に、「校長の職能向上」に向

けた有意義な研究会となったという報告を受けてい

る。各地区の担当の皆様に改めて感謝申し上げる。

各地区に出向いた道小・道中事務局幹事が中心とな

り報告書を作成し、まとめたものが「令和５年度地

区別教育経営研究会（概要）一覧」である。なお、

地区の担当の校長先生にお願いしていた「地区別教

育研究会のまとめ」については、道小ホームページ

に掲載しているので、ご覧いただきたい。 

２点目は、「学校経営の資料」についてである。

前回の理事研でもお知らせしたが、７月初旬に各地

区に発送した。この資料については、より活用しや

すくなるよう毎年見直しを行い、内容の充実を図っ

て参る。 

３点目は、「法制研究集録第 54 集」についてであ

る。道小が担当で、現在、原稿を校正中である。今

年度もデータ化してホームページに掲載する予定で

ある。来年２月の完成に向け編集作業を進めている。 

４点目は、「経営部本年度の活動報告」と「令和

６年度の経営部の活動計画案作成」についてである。

本日午後に行われる経営部会で今年度の反省を行

う。 

 

【研修部】 ‥‥‥‥‥‥‥ 小野 敦司 研修部長 

研修部から、前回の理事研修

会以降の活動について、５点報

告する。 

１点目は、「第 66 回北海道

小校長会教育研究渡島・北斗大

会」についてである。 

本大会は、４年ぶりの完全会

同により開催された。参加者の

皆さんの笑顔があふれる和気

藹々とした雰囲気の中、熱の入った議論がかわされ、

会同のよさを実感した大会となった。渡島・北斗大

会実行委員会の大橋 宏朗委員長、西田 浩人事務局

長をはじめ、渡島小中学校長会の皆様方の成功へ導

く熱意とご尽力に、改めて感謝と敬意を表する次第

である。また、様々な形でご協力いただいた理事の

皆様にも、この場をお借りしてお礼申し上げる。 

研究集録である「小学校教育第 60 号」は、12 月
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中に完成し、1 月上旬にそれぞれの地区に発送する

予定である。計画よりも少し遅れての発送となりご

迷惑をおかけするが、各地区の会員の皆様への配付

について、ご協力をお願いしたい。 

２点目は、次年度開催予定となっている、第 67 回

北海道小学校長会教育研究空知・岩見沢大会につい

てである。大会の概要等について、この後の協議の

中で、山本 あさ子研究指名理事よりご説明をいただ

くことになっている。今後、空知・岩見沢大会実行

委員会の皆様と連携を図りながら、大会の成功に向

け業務を進めてまいりたいと思う。 

３点目は、全連小東京大会についてである。今年

度は、４年ぶりにフルスペックの参集型で開催され

た。また、全連小 75 周年記念式典もあり、大きな節

目の研究協議会となった。その中で、滝川市立滝川

第一小学校の牧野 良信校長と、留萌市立港北小学校

の村元 隆一校長が、地区をあげて取り組んでいただ

いた研究発表を、それぞれの分科会で行っていただ

いた。厚くお礼申し上げる。 

４点目は、「教育改革等に関する調査」について

である。３月には調査結果が全連小の「研究紀要」

の冊子となってお手元に届くことになっている。是

非、ご活用いただきたい。 

最後５点目は、「地区研究活動」についてである。

各地区に依頼した原稿を期日までに送っていただ

き、お礼申し上げる。確認作業が終わり、来週には

北海道小学校長会のホームページの「地区研究活動」

に掲載する予定である。ご協力に感謝申し上げる。 

以上、研修部からの活動経過報告とさせていただ

く。 

 

【対策部】 ‥‥‥‥‥‥ 近藤   康 対策部長 

現在、対策部においては、今

年度の活動を振り返り、次年度

に向けて計画を立てていると

ころである。その中から、次年

度に向けて計画していること

について２点お知らせする。 

１点目は、令和６年度「全道

会長研修会」の共通話題につい

てである。お手元の文書「令和

６年度 全道会長研修会の話題集約について」をご覧

いただきたい。この研修会は、様々な教育課題が山

積している中、各地区の課題を交流し、その解決に

向けて話し合うことを目的として行われているもの

である。ここで話し合われる共通話題については、

全道各地区のご意見を伺いながら設定していく。 

共通話題の集約は、本日の資料の中に「返答いた

だく内容」という文書があるので、この様式に従い、

協議したい話題を１～３項目記入し、令和６年１月

26 日（金）までに対策部 下山副部長にメールでご

返答いただきたい。なお、この様式については、近

日中に道小ホームページにアップするので、ご活用

いただきたい。来年度の会長研修会は、６月 25 日

（火）に Web 開催で行う予定である。共通話題につ

いては、次年度の対策部が各地区の集計を基に原案

を考え、事務局において最終的に決定させていただ

く。また、より各地区の実態や声を聞くことができ

る会長研修会を目指して、当日の流れについても更

に工夫していけたらと考えている。 

２点目は、全道調査である。この調査については、

様々に変化する教育情勢も見据えながら新たな調査

も範疇に入れて検討し、令和５年度は「広域人事に

関する調査」「期限付教諭配置状況調査」「退職校

長動向等調査」の三つを実施した。令和６年度、「広

域人事に関する調査」は継続し、これまでに課題で

あった部分のその後の経緯等を追うことと、実際に

広域人事を経た方々が、その後戻られてどう貢献し

ているかを更に実証的に検証していく。また、「期

限付教諭配置状況調査」についても、４月段階にお

ける全道各地の配置・未配置の現状を明らかにして

状況の改善につなげていきたいと考えている。「退

職校長動向等調査」については、役職定年及び定年

引上げに伴い、内容・項目等を検討し、校長を退い

た後の雇用状況や処遇等、役職定年時において調査

を行う「役職定年校長の動向に係るアンケート調査」

として継続する。そして、要望や協力依頼等での活

用も含め、今後の処遇改善の資料となるよう調査を

実施していきたいと考えている。 

今後も全道会長研修会の共通話題の集約をはじ

め、全道調査などにおいて、ご協力いただくことに

なるが、よろしくお願いしたい。 

 

【情報部】 ‥‥‥‥‥‥‥ 近藤 大作 情報部長 

前回の理事研より今日に至る

までの活動について、５点報告

する。 

 １点目は、会報「教育北海道」

333 号についてである。333 号は

12 月１日に原稿を締め切り、た

だ今、編集作業を行っている。

何点かの未着について対応しな

がら、来年３月の発行に向け取り組んでいるところ

である。今後、退任される役員、監査委員の方々に

「勇退の言葉」をお寄せいただくべくご案内するの

で、執筆にご協力いただきたい。 

２点目は、同じく会報「教育北海道」334 号につ

いてである。こちらは来年度の発行であるが、今年

度中に執筆者一覧を作成し、スムースな年度移行に

より執筆者の混乱を避けたいと考えている。なお、

資料の次頁と次々頁に執筆者をまとめたのでご覧い

ただきたい。334 号の一覧について、空欄になって

いる部分は、まだ執筆者の報告を受けていない地区

となっている。 

 ３点目は、道小情報４号についてである。これは

本日のこの第４回理事会を特集する。閉会後、編集

に入り、来年１月を目途に配信する。 

 ４点目は、道教委との意見交流会、各課懇談会を

特集した「道小情報・道中だより」特別号について

である。こちらは、ほぼ編集が終わり、最終校正に

移っている。こちらも来年初頭の発行に向け進めて

おり、紙媒体にて全道の校長にお届けする。 
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 最後、５点目は、全連小広報発行の機関誌につい

てである。既にお手元に届いた地区があるかもしれ

ないが、「小学校時報」12 月号に会員の声として、

旭川市立啓明小学校の清水校長が「東京大会 印象

記」として寄稿されているので、ご覧いただきたい。 

また、隔年で発刊される「特色ある研究校便覧 令

和６・７年度版」への執筆に、６地区の校長会の皆

様にご協力いただき、過日、無事出稿した。 

情報部では今後とも、本会活動の様子の発信や全

道の校長が交流できる場を提供してまいる。今後と

も、よろしくお願いしたい。 

 

(4) 第 66 回道小教育研究渡島・北斗大会 

‥‥‥‥ 西田  浩人 指名理事 

 ９月８日、９日に開催した道

小教育研究渡島・北斗大会から

早いもので３か月が経過した。

開催にあたり小事務局・研修部

の皆様に導いていただきなが

ら、また、全道各理事の皆様、

各地区校長会の皆様のお力添

えをいただきながら、主管校長

会としての役割を何とか果たすことができたと思っ

ている。 

 大会後のアンケートについては、参加者の６割弱、

258 名の参加者から回答をいただいた。ほとんどの

方が「会同のよさ」や「分科会の充実」に触れてお

り、私たち主管校長会にも感謝や労いの言葉を頂戴

している。参加者の声の中には、会同することのよ

さに触れた上で、現地におけるオンラインの効果的

な活用、配付資料のペーパーレス化、全体会（開会

式）の簡素化等に必要性を感じている校長が少なく

ないと感じた。また、更なる分科会の充実を求め、

協議時間を確保する方法等について、具体案を示さ

れる校長もいた。近い将来を見据え、道小研究大会

の更なる充実・発展を求める改善の声は、来年度の

主管である空知・岩見沢大会実行委員会の皆様に、

10 月２日の道小教育研究大会 運営研修会で引き継

いでいる。渡島・北斗大会は、４年ぶりに、会同で

行うよさを実感できる大会となった一方で、今後の

道小教育研究大会が持続可能なものになるよう、そ

の在り方を考えるきっかけとなる大会にもなったよ

うに感じている。 

来年度の空知・岩見沢大会、令和７年度の根室大

会が、私たち校長の職能向上と本道教育の振興を目

的に、更に充実するよう渡島小中学校長会もできる

ことがあれば、協力を惜しまない気持ちでいっぱい

であるので、声を掛けていただきたいと思っている。 

 

(5) 第 75 回全連小東京大会報告 

‥‥‥‥ 稲上 敏男 研修部副部長 

 10 月 19 日、20 日の２日間に渡って開催された、

第 75 回全連小東京大会について報告する。４年ぶり

のフルスペックの参集型で開催された東京大会は、

私がこれまで経験してきた大会とは違うことも多

く、驚きの連続であった。 

最初は、研修７頁である。東

京大会の全体会や、75 周年記念

式典に参加した方からの感想や

報告が載っている。 

最初に全体会について報告す

る。全体会の会場は東京国際フ

ォーラムであった。今年は開会

式の前に、全連小 75 周年記念式

典が開かれ、その中で感謝状を受け取る方も会場に

入っていたので、会場には約 3,000 人が入っていた。

私は２階席であったが 3,000 人が入っていても座席

には余裕があり、混雑を全く感じさせないくらい大

きな会場で、その会場の大きさにまず驚いた。しか

し、それ以上に驚いたのが、ご来賓の方々である。

全連小 75 周年記念式典でご来賓として挨拶をされ

たのが、盛山文部科学大臣ご本人であった。そして、

盛山文部科学大臣から全国の校長に向けて、「それ

ぞれの学校の責任者として重責を担い、リーダーシ

ップを発揮されている校長の皆様におかれまして

は、75 周年という節目の年に、決意を新たなものと

し、今後とも国民の期待と信頼にこたえ、我が国の

小学校教育のより一層の充実・発展のためにご活躍

されることを期待しています。」というメッセージ

が送られ、本当にこの場にいることができて幸せだ

と感じた。 

 また、その後の開会式では、小池百合子東京都知

事が、ビデオメッセージではあったが、「力を合わ

せて、チルドレンファーストの社会を築いていきま

しょう。」と私たちに語り掛けてくださった。私た

ちは、日本の将来を担う子どもたちを育てていると

いうことを改めて胸に刻んだところである。 

 ２日目のシンポジウムは、キャスターの小西美穂

さん、会社経営者のハロルド・ジョージ・メイさん

による講演と、会社の社長兼 CEO の岡田大士郎さん

がコーディネートする中でのパネルディスカッショ

ンが行われた。学校現場とは違う視点で物事を見て

いる方のお話は、教員の視点では気付くことのでき

ない様々なヒントを得る、とても貴重な時間であっ

た。特に、リーダーの言葉や姿、熱意の大切さを改

めて考えることができた。 

 続いて、資料を戻り、研修１頁である。ここから

は各分科会に参加した方の声が載っている。次に 1

日目の全体会終了後の分科会場への移動から、分科

会について報告する。 

１日目の全体会が終わってから分科会場に移動し

た。分科会開始までの時間は１時間 45 分。この間に、

各自で昼食をとり、分科会場に移動するというスタ

イルも驚きであった。しかし、さすが東京である。

食べるところはたくさんあるし、移動のための電車

もすぐに来る。ゆっくり昼食をとっても、分科会場

には 30 分前に到着できた。大会実行委員会として

は、弁当を用意しなくていいというのは、負担が大

きく減っていい方法だと思ったが、果たして、これ

を他の地区でもできるのか、３年後の北海道大会で

もできるのか、というところは、今後考えていかな

ければならないと感じた。 
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 各分科会場には、150 人から 200 人が集まり、６

人ずつのグループがつくられていた。グループの数

は 20～30 あるので、どのように全体協議を行うのか

がポイントになる。 

 分科会では、２本の提言が発表された。最初に、

全国ブロックが担当する視点１に関する提言があ

り、質問をとった後、すぐにグループ討議に入った。

グループ討議では、まず、それぞれが赤い付箋に視

点１に関する内容の課題、青い付箋にその解決策を

書き、その内容について交流していった。そして、

グループ内で話題になった言葉を記録の先生が、ス

マホを使って送ると、全グループから送られてきた

キーワードがテキストマイニングによってまとめら

れていき、出てきたキーワードについて全体協議で

膨らませていくという方法であった。この方法も驚

きのポイントであった。 

 視点１の協議が終わると、関東甲信越ブロックが

担当する視点２に関する提言があり、同じ流れで協

議が進められた。少し残念だったのは、視点２に関

する提言のはずが、主に視点１の内容について語ら

れている分科会や、校長会の取組というよりは、一

つの学校の取組発表になっている分科会があったこ

とである。充実した分科会にしていくためには、各

地区の校長会の取組を、視点に合わせて提言してい

くということが大切であることを改めて感じた。 

北海道からの２本の提言は、管内校長会の取組を

視点に沿ってまとめ、プレゼンを使って分かりやす

く説明し、成果と課題を明らかにしている、お手本

のような素晴らしい提言だったと感じている。空知

地区、留萌地区の皆様に改めて感謝申し上げる。 

 最後に研修９頁である。今年の東京大会を受け、

令和８年の北海道大会に向けて、私たちは何を大切

にしていくとよいのかをまとめてみた。一つ目は、

「分科会の充実こそが最大のおもてなし」の精神を

引き継いでいくということである。全国から集まっ

た各地区の校長の様々な実践を交流し、新たな気付

きを持ち帰るためには、やはり分科会が充実してい

ることが重要である。そのために、今、道小の研究

大会でも大事にしている、発表内容の充実、参画型

の分科会の工夫、分科会の討議内容を見やすくする

工夫（視覚化）ということを、今後も継続して大事

にしていきたいと感じた。二つ目は、新たな視点で

考えることができるシンポジウムである。東京大会

のシンポジウムは、シンポジストやコーディネータ

ーの経営に対する考え方、人材育成の進め方、熱量、

伝え方など、教師の視点では気付けないヒント与え

てくださり、すごく心に響いた。令和８年の北海道

大会で、シンポジストにふさわしいと思われる方を

ご存じであれば、是非ご紹介いただきたい。以上、

東京大会の報告とする。 

 

(6) 令和６年度以降の道小研究関連分 

‥‥‥‥‥ 稲上 敏男 研修部副部長 

 資料の研修部 10 頁、令和８年度の北海道大会まで

の研究関連分担については、令和元年度の理事研修

会において提案、承認されている。現在のところ、

変更を要するような事情が発生していないことか

ら、この資料に掲載している計画のとおり実施して

いただくことになるので、ご確認いただき、各地区

での準備をよろしくお願いしたい。なお、今後、来

年度の全連小徳島大会の次となる、再来年度の福岡

大会の提言発表割当によっては、変更が生じる場合

もあるのでご承知おきいただきたい。福岡大会の担

当分科会については、年が明けてからお伝えできる

予定である。 

 

(7) 道教委・教育局への要望内容の集約について 

 

(8) 北海道へき地・複式教育研究連盟(へき·複連)の

活動や要望について 

‥‥‥‥‥ 小野田 年克 指名理事 

 道へき・複連の今年度の活動

について、資料をもとにポイン

トを絞ってお話をさせていただ

く。 

資料１頁には、私たちの活動

の目的や活動の内容等を記して

いる。本道のへき地・複式教育

の振興に寄与することを目指し

て、「へき地性」「小規模性」「複式形態」の三つ

の特性を生かした教育の充実を図る研究活動をはじ

めとして、記載の内容に取り組んでいる。 

活動概要では、今年度の具体的な活動を記してい

るが、２点について説明させていただく。 

まず、第 72 回全道へき地複式教育研究大会胆振大

会ファイナルステージを９月 13 日から２日間開催

した。コロナ禍の中で培った様々な研修方法、授業

手腕のノウハウを生かし、研究協議では、現地での

会同によるグループ討議に加え、オンラインでのグ

ループ討議も行い、より多くの先生方の研修参加を

可能とすることができた。また、昨年のファースト

ステージからの２年間の継続した取組により、研究

内容の深まりと ICT・デジタル教材の利活用による

授業改善や配信システムの構築、そして同じような

課題に取り組む上で、日常的に声をかけあえる仲間

意識の向上をみることができた。 

次に活動概要の ICT 研修についてである。全国へ

き地教育研究連盟は、小学校も中学校もどちらも加

盟している団体であり、全国にネットワークがある

ことから、文科省からの指示により令和３年度から

このような研修を行っている。「令和の日本型学校

教育」には、学校教育の基盤的なツールとして、ICT

は必要不可欠なものである、とされているが、まだ

まだ学校や地域によって利活用の格差があるため、

文科省初等中等教育局長より ICT 活用の裾野を広げ

るようにとの指示のもとに行っているものである。

全へき連が主催となっているが、へき地・複式校だ

けではなく、全ての小中学校を対象としており、今

年度の開催にあたっては全連小、全日中を通して発

信させていただき、これまで３回実施した。今後、

期日や内容の詳細は未定であるが「デジタル教科書」

に関する研修を実施する方向で調整している。この

ICT 研修は、次年度も全国の小中学校を対象に開催
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を計画中である。各学校の皆様の参加に向けてご配

慮いただきたく、よろしくお願いしたい。 

 

(9) 北海道特別支援学級設置学校長協会(道特協)の

活動や要望について 

‥‥‥‥‥ 青田 佳寿紀 指名理事 

 道特協からは、３点報告する。 

１点目として、道特協第 48 回

経営研究会後志大会は、共和町

生涯学習センターをメイン会場

とし、10 月 27 日（金）オンライ

ンで開催された。研究紀要は、

事前に作成し、参加者へ郵送し

た。どの分科会も、司会の校長

の進め方がよく、よい意見交流が行われた。開催地

区後志地区をはじめ、提言された室蘭地区、オホー

ツク地区、旭川地区、檜山地区の皆様に、深く感謝

申し上げる。 

２点目として、全特協・文科省に関わることにつ

いてお話しする。国の特別支援教育に関わる動きが

活性化していることについては、皆様も実感してい

ると思う。令和５年３月に文科省から出された「通

常の学級に在籍する障害のある児童への支援の在り

方に関する検討会議報告」では、①校内支援体制の

充実、②通級による指導の充実、③特別支援学校の

センター的機能の充実、④インクルーシブな学校運

営モデルの創設があげられている。その中で、通級

による指導の充実にあたり国の動向として、次のこ

とが挙げられる。 

・通常の学級 →通級による指導 →特別支援学級と 

いった段階的な支援が重要であること。もっと言

えば、通級利用が望ましいと考えられる児童生徒

が、通級での指導を受けられていない現状がある

こと 

・自校通級、巡回指導の設置拡充と通級指導担当教

諭の専門性の向上 

・採用後 10 年以内に特別支援教育を複数年経験させ 

ること 

・地域内で知見のある教員が中核となり、経験の浅

い教員を支援する体制整備 

これら国の動向を受けて、北海道でも地理的条件

や地域の実情等を踏まえた新たな巡回指導の方法や

環境整備、巡回指導教員の育成について検証、実証

を行う予定と聞いている。これによって、通級によ

る指導を必要とする全ての児童生徒が指導を受けら

れ、柔軟な学びの場の変更が可能な体制の整備が進

められると考える。同時に、通級指導担当教員の専

門性の向上に加えて、通級指導担任との懇談、交流

を通して、通常学級担任の特別支援教育に関わる理

解の促進につながり、特別支援教育に関する経験緒

拡大に寄与するものと考える。 

３点目は今後のこととして、校内支援体制の充実

の中核となる校内委員会の機能強化には、専門的な

知識を有する教員が必ずしもいないことから、適切

な人材配置などの行政的な支援をお願いしたいと考

える。また、特別支援教育コーディネーターが専門

的な見地を有していないこともあることから、特別

支援学校との人事交流を進めること、専任の特別支

援教育コーディネーターを配置し、研修や保護者対

応を進めること、教員定数の改善や教員養成大学と

の連携した取組を進めることを、要望していきたい

と考えている。 

 

(10) 令和５年度 第 1 回運営委員研修会<中間監査

報告>について 

‥‥‥‥‥ 田邊 芳明 会計理事 

令和５年度 北海道小学校長

会一般会計、並びに特別会計の

９月末日における収支報告をさ

せていただく。時間が限られて

いるので、要点のみ説明させて

いただく。 

理事研資料６頁、一般会計中

間決算書、収入の部である。 

・項１ 会費は、各地区校長会から納入された前期

分と一部後期分の合計金額となっている。 

・項４ 雑収入目の２借入金は、1,200 万円となっ

ているが、備考にあるように会費が納入されるま

での間に運転資金として最低限の必要な金額を、

特別会計運営積立金から借入れている。会費が完

納される１月頃に、この 1,200 万円は運営積立金

に返戻する方法をとっている。 

次に支出の部である。なお、備考欄の強調文字は

未執行のものである。 

・項１ 研究大会費目の１、大会運営費として 300

万円支出している。 

・目の２ 旅費は、大会に関わる打合せや下見等で

支出している。なお、大会運営研修会の旅費もこ

こに該当するが、10 月に開催したので、反映され

ていない。 

・目の４ 雑費は、分科会で使用した事務用品等の

物品購入代として支出している。また、この後は、

全国大会準備金積立として、１会員 500 円の合計

47 万 7,500 円を支出する予定である。 

・項２ 研究調査費目の１旅費は、地教研への派遣

旅費であるが、今年度もオンラインでの開催地区

があったことから、予算よりも少ない支出となっ

ている。 

・項３ 研究成果刊行費、研究成果刊行費について

は、備考欄の強調文字が未執行分である。 

・項４ 対策活動費、平成 29 年度に札幌市が北海道

から税源移譲されたことに伴い、対策活動に見合

う経費を想定して、92 万円を札幌市小学校長会に

計上している。 

・項５ 事務局費、備考の種目によりほぼ予定どお

り支出されている。 

・目の２ 会議費は、昨年度までのようなホテルの

利用を極力減らし、今年度の事務局研修会等は道

小事務所で行っていることから、昨年度よりも支

出が減っている。 

・目の 12 慶弔費の中の退職記念品の執行は、１月

の予定となっている。    
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・目の 13 雑費は、広告料等に支出している。特別

会計の運営積立金へ繰り入れも予定している。 

次に(2)特別会計、理事研資料７頁についてであ

る。 

・項１ 運営積立金、300 万円の収入は、昨年度、

渡島・北斗大会実行委員会に支出した大会運営費

の返戻分である。支出は、先ほど述べたように、

４月に一般会計へ 1,200 万円を運営資金として貸

し出している。 

・地区研修補助金としては、136 万円支出した。 

・来年度の空知・岩見沢大会の運営費として 300 万

円支出している。 

・項２ 全連小基金、収入としては、繰越金と令和

５年度の新会員 154 名（義務教育学校５名を含む）

による拠出金である。 

・項３ 退職積立金は、事務所の職員退職金のため

の積立である。年度末に積み立てる予定である。 

・項４ 雑収入、地区校長会活性化事業①は、地区

校長会 20 地区に各地区１万円ずつ「研究実践交流

事業」として支出している。地区校長会活性化事

業②は「全連小 海外教育事情視察」が今年度中

止となったので、参加補助費は 0 円となっている。 

・項５ 道小基金、収入としては、繰越金と令和５

年度の採用校長（義務教育学校５名を含む 154 名）

の拠出金となっている。支出としては、空知・岩

見沢大会の準備金として 50 万円となっている。 

・項６ 全国大会準備金は、年毎に開催される全連

小北海道大会の準備金として積み立てているもの

である。今年度の積立は、年度末に行う。   

以上、一般会計並びに特別会計の中間決算報告と

する。 

 

‥‥‥‥ 山村 健史 監査委員長 

令和５年度の会計中間監査

結果について報告する。 

令和５年 10 月 31 日、北海道

小学校長会事務所において第

１回運営委員研修会を開催し

た。田邊会計理事から一般会計

及び特別会計の中間決算報告

を受けた後、５名の監査委員

で、令和５年度 北海道小学校

長会 一般会計及び特別会計について、会計帳簿、預

金通帳、領収書綴り、残高証明書を照らし合わせ、

令和５年９月末現在における会計監査を行った。 

その結果、収支について誤りなく、正確に処理さ

れていることを認め、会計帳簿に押印した。なお、

関係証憑、諸帳簿、書類等がよく整備されており、

誤りのないことも確認した。 

以上、会計中間監査結果の報告とさせていただく。 

 

(11) 全連小対策・調研担当者連絡協議会について 

‥‥‥‥ 末原 恵蔵 事務局長 

‥‥‥ 西村 裕子 事務局次長 

全連小が開催した令和５年度の三地区対策担当者

連絡協議会、及び、三地区調研担当者連絡協議会に

ついて報告する。 

まず、対策担当者連絡協議会についてである。対

策担当者連絡協議会の今年度の協議題は、「働き方

改革の進捗状況と課題について」と｢教員不足、教員

の量の確保と質の向上について｣であった。資料１、

２頁は、北海道が全連小に提出した、協議題１と２

に関する資料が掲載されている。資料の３頁の協議

題１に関わる全国の状況については、全連小の松原

対策部長がまとめてくださったものである。働き方

改革に関わる環境整備については、出退勤管理や校

務支援ソフト、留守番電話などの整備が進んでいる

一方で、自治体及び学校間での格差が課題となって

いる。また、システムを導入さえすれば働き方改革

になるわけではなく、効果検証やシステムの統一な

どの課題も明らかになった。効果的な取組事例とし

て、学校行事の見直しやメール配信システムの導入

等の交流もあったが、事例は出尽くしてきている感

があり、学校の努力だけでは限界を感じており、国

による抜本的な定数改善や持ち時間数の削減等が必

要であると話題に挙がった。 

協議題２に関わる状況については、４頁の記載の

とおり、次のようにまとめられている。 

・処遇改善では、単に給料が上がるだけではなく、

休暇を取りやすい環境や授業以外の負担を減らす

ことを考える必要がある。 

・処遇改善よりも定数改善が優先である。 

・標準授業時数を減らすことで持ち時数を減らし、

持ち時数にあった指導内容を実現してほしい。 

・再任用で給料が下がることが当たり前になってい

るが、再任用の教員を確保するためには、65 歳ま

で給料が維持される必要がある。 

協議題１と２のいずれも、北海道と全国の状況や

課題は共通している部分が多いことが分かった。今

後も全連小の活動を通して、国に意見表明してまい

りたいと考えている。  

次に三地区調研担当者連絡協議会についてであ

る。今年度の協議題は、「教員の資質向上に向けた

取組について」と「学習指導要領全面実施４年目に

係る取組状況と課題について｣であった。資料の５、

６頁には、北海道が全連小に提出した協議題に関す

る資料を掲載している。 

最初に資料７頁、「教員の資質向上に向けた取組

について」に関わる全国の状況について全連小、佐

藤調研部長のまとめである。各自治体又は学校単位

で取り組まれた、その充実に向けた工夫と努力が交

流されていた。多くの自治体で育成指標が明確に設

定されていることや、研修履歴を活用した対話に基

づく受講奨励に意識して取り組んでいるという声が

多く聞かれた。しかし、授業力・学級経営力・児童

理解・保護者対応・危機管理といった学校の根幹を

支える力量に課題があるという声も数多く聞かれ

た。そうした課題を解決するためには、校内におけ

る OJT 体制の確立が重要となるが、若手教員の増加、

ミドルリーダーの不足、年齢構成の偏りにより OJT

の推進が難しいという声も少なくなかった。 

協議題２に関わる状況については、８頁をご覧い

ただきたい。１点目として、教育課程実施上の工夫

や課題について話し合われた。今求められているこ
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とは、時間を生み出すことである。年間授業時数の

余剰時間の削減や日課表の改善などが「教育課程の

円滑な実施」と「働き方改革の推進」につながって

いくということが共有された。 

２点目として話し合われた、１人１台端末の整備

と活用は、多くの地区で確実に進んでいる。しかし、

課題として同じ自治体内でも、学校により格差があ

ること。情報モラルやネットトラブルについて保護

者との連動が必須であることが挙げられていた。ま

とめとして、文部科学省は「ICT 機器の活用が進ん

でいる学校程、学力が高い傾向にある」と解釈して

いる。自分で調べる活動、子ども同士の意見交流、

調べたことを表現する活動に着目し、１人１台端末

の効果的な活用について来年度も考えていく必要が

あるとまとめられている。 

協議題１と２は、連動しており、いずれも、全国

の状況や課題は共通点が多いことが分かった。 

 

５ 協  議 

(1) 道小大会運営研修会<反省会･引継会>を受けて 

①道小大会運営研修会<反省会･引継会>の報告 

 ‥‥‥‥ 稲上 敏男 研修部副部長 

 資料、研修部 11 頁である。10 月２日に「大会運

営研修会」を開催し、渡島・北斗大会の反省と、空

知・岩見沢大会への引継を行った。今年度の大会を

振り返ると、４年ぶりに完全会同で開催でき、参加

した先生方の笑顔がいっぱいの温かい大会、そして、

膝を突き合わせて話をすることで協議にも熱が入る

熱い大会となった。コロナ禍での３年間、誌上開催

やオンライン配信、ハイブリッド大会など、様々な

工夫をしながら校長の学びを止めずにつないできた

ことが、今大会に大きなエネルギーを与えてくれた

ように思う。 

資料、研修部 15 頁からは、渡島・北斗大会のアン

ケート結果となっている。今大会は、全道各地から

465 名の参加があった。４年ぶりの完全会同大会へ

の参加者の期待も大きい中、渡島・北斗大会実行委

員会の皆様のご尽力によって、ここに表れているよ

うに、多くの方が「いい大会だったね」と感じるこ

とができた大会となった。分科会場の選定やシャト

ルバスの利用、弁当の手配など、大会の準備は大変

なご苦労があったことと思う。渡島・北斗大会実行

委員会の皆様、そして、第３ブロックの皆様に改め

て感謝申し上げる。また、分科会のグループ討議、

全体協議についても、多くの参加者の皆様が「よい」

と感じてくださった。これは、提言発表をしてくだ

さった皆様、分科会を運営してくださった皆様のお

力によるものである。「分科会の充実こそが最大の

おもてなし」の精神を今後もしっかりと引き継いで

いきたいと思う。 

研修 18 頁から 36 頁にかけて、大会運営研修会の

記録を載せているので、後ほど確認いただきたい。 

この後、渡島・北斗大会について、理事の皆様から

ご感想・ご意見をお聞かせいただき、次年度に生か

してまいりたいと考えている。 

 

 

② 第 66 回道小教育研究渡島·北斗大会を 

振り返って‥‥‥‥‥山田 健一 研修部幹事 

 すべての理事の皆様から話を伺いたいところだ

が、今回は第６分科会と第１分科会より２名の理事

の方にお話をしていただく。 
 
【第６分科会】‥‥‥‥‥‥‥‥ 及川 年彦 理事 

 今回初めて分科会の運営に携わ

ったので、そのことを中心にお話

しする。 

 大会当日までに分科会運営者研

修会として計４回、限られた時間

の中ではあったが、事務局幹事の

里館校長を中心に佐藤校長の研究

発表に向けて熱心な議論と分科会

運営に向けての周到な準備をして当日を迎えること

ができた。 

 大会当日については、本日の理事研で何度も話が

出ているように、会同での分科会は良かったと思う。 

どのグループも時間一杯、熱の入った議論が行われ

ていた。ただ、私としても、もう少しグループ協議

の時間があってもよかったと感じている。 

 終わりに、第６分科会の運営に関わった校長に改

めて「お疲れ様でした。」という言葉を述べたい。  

 

【第１分科会】‥‥‥‥‥‥‥‥ 寺本 公彦 理事 

 会同による開催で全道の校長が

顔を合わせた二日間の研修に参加

できてよかったという声を多く耳

にしている。全連小植村会長のお

話は、働き方改革を一層推進する

視点から大きな刺激をいただい

た。また、水谷選手の母親のお話

も、親しみやすく分かりやすかっ

た。次年度の講師についてもすでに示されているが、

学校改革を意欲的に進めている工藤勇一氏の講話も

今からとても楽しみである。 

 各分科会では、グループ毎に熱心な意見交換が行

われていた。函館は、第１分科会で研究発表の機会

をいただいた。当日の発表までの事前準備ではオン

ライン会議等により、他地区からも建設的な意見、

助言をいただき発表の質を高めることにつながっ

た。特に函館は採用校長が分科会の主な役割を担っ

たので、今回は今後につながる大変貴重な経験をさ

せていただいた。函館地区として大変感謝している。 

 オンライン開催も様々な利点はあると思うが、や

はり年に１度、道内の校長が会同する研究大会には

大きな意義があると改めて感じた。今後も、会の効

率的な運営、簡略化できる点は思い切って簡略化し

分科会の時間を確保に努めるなど、負担軽減への様

々な創意工夫を進めながら開催されることを期待し

ている。 

 事前準備から当日の温かい雰囲気での運営・進行、

さらに次年度に向けた引継ぎまで、今大会を主管し

た渡島小中学校長会の皆様には、大変なご苦労があ

ったと思う。心から労を労いたい。 
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(2) 第 67 回道小教育研究空知・岩見沢大会について 

‥‥‥‥ 稲上 敏男 研修部副部長 

 まず、北海道小学校長会教育研究大会に対する基

本的な考え方について説明する。研修部資料 37 頁で

ある。 

「１ 教育研究大会に対する基本的な考え方」の１

番から４番についてであるが、図にあるように、教

育研究大会は「校長の職能向上」と「本道教育の振

興」を目的とした道小研究・研修活動の中核を担う

ものである。その研究大会は、北海道小学校長会が

主催し、開催地区は、５ブロックがもちまわりとし、

大会運営は、主管する地区校長会が行う。５番から

10 番には、副主題とその趣旨、大会主題・研究課題

の趣旨等の作成と決定について、分科会の研究発表

・協議・運営などの手順が書かれてある。また、大

会参加期待数の割合など、基本的な考え方が書かれ

てあるのでご確認いただきたい。 

また、これまで、北海道小学校長会では、「分科

会の充実こそが最大のおもてなし」を合言葉に、参

画型・視覚型の分科会運営の工夫により討議の活性

化を図ってきた。今年度、渡島・北斗大会を４年ぶ

りの完全会同により開催でき、分科会について多く

の参加者が「よかった」と感じてくださった。次年

度、空知・岩見沢大会も会同による開催で準備を進

めていただいている。今年度の反省を生かし、また、

令和８年の北海道大会につないでいく大会として、

道小事務局と現地実行委員会が十分に連携をとりな

がら大会の準備を進めてまいる。 

分科会の充実に関わって、１点お願いがある。研

修 38 頁である。空知・岩見沢大会の分科会一覧の中

に、発表地区も記載してあるので確認いただきたい。

各分科会の研究発表の充実を図るためには、令和６

年度５月に開催する「第１回分科会運営者研修会」

から実質的な動きができるような体制が必要とな

る。そこで、各地区においては、研究発表者につい

て、可能な限り早めに候補者を決めていただき、研

究発表の準備に取り組むことができるようなご配慮

をいただければ幸いである。何卒、ご協力くださる

ようお願いしたい。 

続いて、空知・岩見沢大会の概要等について、山

本指名理事から説明していただく。 

 

‥‥‥‥ 山本 あさ子 研究指名理事 

 第 67 回北海道小学校校長会 

教育研究空知・岩見沢大会まで

１年を切った。本日は、大会の

進捗について説明する。 

大会主題は「自ら未来を拓き 

ともに生きる豊かな社会を創る

日本人の育成を目指す小学校教

育の推進」。副主題は、「ふる

さとに誇りと愛着をもち とも

に未来社会の創造に挑戦する子どもを育てる学校経

営の推進」である。 

大会は令和６年９月 13 日（金）、14 日（土）の

２日間、全体会場は岩見沢市民会館・文化センター

「まなみーる」大ホール、分科会場は、「まなみー

る」他、平安閣・市民交流施設「であえーる」、ホ

テルサンプラザの４会場である。参加については、

グーグルフォームでの申込となり、参加費は 4,000

円、昼食代は別となっている。 

 次に、大会準備の進捗を具体的にお伝えする。道

小研究大会の合い言葉は「分科会の充実こそが最大

のおもてなし」である。渡島・北斗大会の学び合い

熱量はまだ記憶に新しく、空知・岩見沢大会でもそ

れを受け継ぎ、更によいものにできるよう準備して

いる。 

進捗を四つのポイントで紹介する。 

１点目は、学ぶ時間の確保である。札幌、岩見沢

間は電車で 25 分、各会場も徒歩１㎞圏内でアクセス

できることから、分科会の時間も十分確保できる。 

２点目は、学ぶ機会の確保である。講演などを一

定期間限定で YouTube 配信する。時間と場所を越え

て学びの場を提供する。 

３点目は、学ぶ場所の確保である。猛暑への対応

を万全にしてお迎えする。 

４点目は、抜群の機動力である。これまで５回の

実行委員会を開催し、平成 29 年度の道公教空知大会

のメイキングビデオを視聴するなど、モチベーショ

ンをアップさせている。 

充実した分科会を経て、参加者された皆様の心に

ともった灯をさらに大きくする。それが記念講演で

ある。講師は横浜創英中学・高等学校 校長 工藤 

勇一氏である。出口実行委員長、小山田事務局長が

現地に赴き工藤氏ご本人にお会いし、講師依頼をし

てきた。 

空知校長会道小会員一丸となって、本大会がよき

学びの場となり、よき出会いの場となるように努め

てまいる。皆様のお越しをお待ちしている。 

 

(3) 第 67 回道小教育研究空知・岩見沢大会及び 

第 76 回全連小徳島大会参加割当等について 

‥‥‥‥‥ 稲上 敏男 研修部副部長 

まず、第 67 回道小空知・岩見沢大会への参加期待

数について説明する。令和６年度の予定会員数に基

づき割り当てている。開催地区の空知地区は 100％、

第４ブロックの胆振、日高地区は 70％、その他の地

区は50％の割合として算出するのが基本となってい

るので、各地区の割当数は表の右端の数字になる。

現段階での参加者は全体で 521 名である。割当数の

左隣に「巡回役員」の枠があるが、ここは大会実行

委員会３名、道小事務局役員５名、副会長６名、研

修部長１名、その下は文字が消えているが、道小幹

事３名の 18 名がここに入る。今はまだ札幌の８名と

空知の３名だけしか数が入っていないが、次年度の

副会長や研修部長の地区が決まったら、こちらの方

に数を移動していく。 

なお、発表者がいる分科会は、四角囲みで表して

いるが、３名以上となるように配置した。また、令

和７年度に発表が当たっているところは、薄い色付

きの枠に斜体で表しているように、若干多めに配置

している。なお、令和７年度の全国発表が当たって

いる宗谷と渡島については、今後、発表分科会が決
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まったら、その分科会の人数を増やす予定である。

それに伴い、他の地区の分科会割り当ても変更にな

るので、今回の一覧は暫定資料としてご確認いただ

きたい。最終的な割当については、来年２月に開催

される第５回理事研修会で、改めてお示しする予定

である。 

次に、研修部資料 40 頁、第 76 回全連小研究協議

会徳島大会の参加期待数について説明する。令和５

年度の会員数を基にして、北海道に割り当てられた

割当数は 101 名となっている。その 101 名を令和５

年度の会員数の 10％で基本数を算出し、令和６年度

の予定会員数や全国発表等を考慮しながら決定し

た。札幌は参加人数の内数となる役員が多いことと、

令和８年度の全国大会開催地となることから、今年

度よりも１名増やして、割当数を 22 名としている。 

各分科会の割当数についてである。発表が当たって

いる石狩については、担当する第３分科会において

発表者のみにならないよう、３名体制を確保してい

る。また、令和７年度の全国発表の宗谷、渡島につ

いては、発表分科会に２～３名を割り当てる予定で

ある。それから、令和８年度の北海道大会での発表

が当たっている地区には、発表分科会に２名ずつ割

り当てている。なお、各分科会の割当数については、

令和７年度の宗谷、渡島の発表分科会が決まってか

ら確定するので、暫定版としてご確認いただきたい。

空知・岩見沢大会の参加期待数と同様に、最終的な

分科会の割当数は来年２月の第５回理事研で、改め

てお示しする予定である。 

各地区、ご確認いただき、準備をお願いしたい。 

 

(4) 次年度活動計画・総会宣言文の作成について 

‥‥‥‥‥ 末原 恵蔵 事務局長 

 令和６年度の活動計画作成委員会と総会宣言文の

作成についてお話しする。資料「令和６年度活動計

画作成委員・総会宣言文起草委員について」をご覧

いただきたい。 

令和６年度の活動計画については、活動計画作成

委員会が設置され検討を進める。この委員会は、各

部から理事が１名、事務局からは、丹野事務局次長

をはじめ、資料にあるメンバーで進められる。作成

委員会は、２月 13 日（火）に行われる予定である。

活動計画案は、第５回理事研修会の協議に付し、新

年度の総会にて提案、決定という運びになる。この

後、会長から各部理事の委員について委嘱される。 

 続いて、令和６年度の総会宣言文案の作成につい

てお話しする。次年度の総会出席代議員の中から、

各ブロック１名の委員を選出し、その委員会におい

て宣言文案を作成する。委員の選出のブロック内調

整は、第５回理事研修会で行う。道小事務局からは

里館幹事と佐藤幹事が担当する予定である。 

 

(5) 次年度役員選考について 

 

 

 

 

(6) 活動計画作成委員の委嘱について 

‥‥‥‥ 森田 智也 会長 

 令和６年度活動計画作成委員会は、道小の１年間

の活動について、審議し、柱を定めていくという委

員会である。根拠資料を整理しながら、今現在求め

られているもの、ことを定めていくという尊い作業

がある。 

 事務局資料にあるとおり、理事の委嘱については、

各部より１名ずつ入っていただくことになる。経営

部 南部理事、研修部 玉手理事、対策部 半田理事、

情報部 大西理事の方々にお願いしたい。また、事務

局については、ペーパーのとおりとなっていること

を合わせてご報告する。 

 

６ 議長退任 

 
７ 連    絡 

(1) 第５回正副会長研修会・理事研修会について 

(2) 次年度諸会議年間計画(案)について 

(3) 役職定年等会員の感謝状及び記念品について 

(4) 次年度全道会長研修会の話題集約について 

 

８ 閉会の言葉 ‥‥‥‥‥‥ 徳田 恭一 副会長 

 現在、札幌は、一度 10 ㎝ほ

どの積雪があったものの、溶け

て、ほぼ無くなった状態となっ

ている。一方、旭川は昨日 41

㎝と 12 月最大の積雪があった

と伺っている。除雪等大変なこ

ととお察しする。２学期が、酷

暑への対応から始まったこと

を顧みると、時の流れの速さを

感じているのは私だけではないと感じている。 

 本日の会議では、今年度の諸取組の中間報告やま

とめを受けて、次年度を見通す案件が多数提出され、

審議・承認の手続を通すことができた。 

  全連小の報告からは、次年度の四国・徳島大会の

準備が着々と進められていること、そして再来年度

の福岡大会の大綱が示されたことが分かった。 

 そして、道小も９月にお世話になった渡島・北斗

大会が総括され、その財産が、次年度の空知・岩見

沢大会へと引き継がれている。脈々と、そして内容

の改善を図りながら着々と進められていることに、

道小の組織力の高さを改めて感じている。 

  我々校長が研鑽を積み重ね、自己を高めて、各学

校の経営・運営に還元することが、最終的には、｢北

海道の子どもたちの健やかな成長｣につながると考

える。研鑽をしっかり積み重ねて行くためには、私

たち自身が健康でなければならない。あと、２学期

も１週間あまり、令和５年も半月となったが、健康

管理に留意し、諸取組、諸対応を締めくくり、輝か

しい新年を迎えられることを祈念し、第４回理事研

修会の閉会の辞とする。 

 


